
令和５年度市区町村におけるがん検診チェックリストの使用に関する実態調査（検診実施状況調査）

質問1　令和５年度のがん検診実施状況について(市町村数）

集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

26 15 0 24 28 28 25 29 32 32 29 33

説明（回答基準）：

※ ■胃がん検診 [1-1]  胃部エックス線検査
[1-2]  胃内視鏡検査

■大腸がん検診 [2]　　 便潜血検査
■肺がん検診 [3] 　　胸部エックス線検査
■乳がん検診 [4] 　　マンモグラフィ
■子宮頸がん検診 [5] 　　細胞診

質問2　令和５年度のがん検診対象者について（市町村数）

【質問2】 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

A 19 15 0 4 26 26 23 27 15 17 22 26

B 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

C 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0

D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

E 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0

F 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0

G 4 0 0 13 2 2 2 2 16 14 7 7

質問1で「未実施」を選択した検診については当質問への回答入力は不要です。下記の質問3へお進みください。

質問3　令和３年度のがん検診実施状況について（市町村数）

集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

26 15 20 28 27 25 23 28 22 32 32 29 33

説明（回答基準）：

　■胃がん検診 [1] 　　胃部エックス線検査
　■大腸がん検診 [2] 　　便潜血検査
　■肺がん検診 [3-1]  胸部エックス線検査

[3-2]  喀痰細胞診
　■乳がん検診 [4] 　　マンモグラフィ
　■子宮頸がん検診 [5] 　　細胞診

 質問1で「実施」を選択した検診について、調査1①～調査1⑤へご回答ください。
 質問3で「実施」を選択した検診について、調査2①、調査2②へご回答ください。

質問

【質問3】

令和３年度に各がん検診を実施しましたか。

必ず回答してください。空欄の場合は「未実施」と
させていただきます。

[5]子宮頸がん検診
（細胞診）

[2]大腸がん検診
（便潜血検査）

[3]肺がん検診
（エックス線検査）

[4]乳がん検診
（マンモグラフィ）

質問

令和５年度のがん検診対象者の定義について
右図A～Gのうち該当するものを選択してくだ
さい。

[1-1]胃がん検診
（エックス線検査）

[1-2]胃がん検診
（内視鏡検査）

令和５年度に指針に沿った検査方法（※）で、検診を既に開始している場合は「実施」を、実施予定はあるものの回答時点ではまだ検診を開始していな
い場合は「実施予定」を選択してください。 令和４年度には検診を実施しない場合や、「指針以外の検査方法のみ」および「指針以外の対象年齢のみ」
で実施している場合は「未実施」を選択してください。
また、指針の検査方法と指針以外の検査方法と併用している場合は「実施」を選択し、調査1の設問には指針の検査方法で実施している検診体制につ
いて回答してください。

[5]子宮頸がん検診
（細胞診）

[1-1]胃がん検診
（エックス線検査）

[1-2]胃がん検診
（内視鏡検査）

[2]大腸がん検診
（便潜血検査）

[3]肺がん検診
（エックス線検査）

[4]乳がん検診
（マンモグラフィ）

質問

【質問1】

令和５年度に各がん検診を実施しましたか。

必ず回答してください。空欄の場合は「未実施」と
させていただきます。

[3-2]肺がん検診
（高危険群に対する

喀痰細胞診）

[4]乳がん検診
（マンモグラフィ）

[5]子宮頸がん検診
（細胞診）

令和３年度に以下の検診を実施した場合は「実施」を選択してください。
実施しなかった場合や、指針以外の検査方法のみで検診を実施した場合には「未実施」を選択してください。
また、指針の検査方法と指針以外の検査方法と併用している場合は「実施」を選択し、調査2の設問には指針の検査方法で実施した検診の精度管理
指標について回答してください。

[1]胃がん検診
（エックス線検査）

[1-2]胃がん検診
（内視鏡検査）

[2]大腸がん検診
（便潜血検査）

[3-1]肺がん検診
（エックス線検査）

下限：指針通り※2

上限：なし

下限：指針通り※2

上限：あり

下限：指針の年齢※2未満
上限：なし

下限：指針の年齢※2未満
上限：あり

上記以外

除外していない（指針通り）

除外している
または、国民健康保険加入者

限定していない

限定している

A

B
C

D

E

F

G

回答を選択してください 回答を選択してください 回答を選択してください
次の質問へ 次の質問へ

スタート

1. 対象者を下記①～④ ※1のよう
に限定していますか？

3. （指針の年齢に沿った住民の
うち）下記①②※3に該当するも
のを除外していますか

2. 対象者の年齢設定は下記のう
ちどれに該当しますか？

①過去の住民検診の受診記録が
ある者のみ、あるいは受診記録
がない者のみ等

②希望調査で申し込みのあった者、
もしくは事前登録者・希望者のみ

③節目年齢や働き盛り世代等

④乳がん・子宮頸がん検診では、
年齢や生年を限定（偶数年齢の
み、生年が偶数年のみ等）

①職域検診等の受診機会があること
が明らかな者（社会保険加入者本
人や税特別徴収者、調査等による
本人からの申告）

②要介護認定者の受診困難者や、
病気療養中の者

※1 下記のいずれかに該当する者を
限定し対象者としている

※3 下記のいずれかに該当する者を
除外し対象者としている

※2 胃部エックス線検査（40歳もしくは50歳）、胃内視鏡検査（50歳）、
子宮頸がん検診（20歳）、その他は40歳
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令和５年度市区町村におけるがん検診チェックリストの使用に関する実態調査

 検診実施体制整備に関する調査（令和５年度実施体制） ①

【回答方法】

■令和５年度の検診実施体制について、下記の基準にそってご回答ください。

別ワークシート『検診実施状況調査』の質問1で「未実施」を選択した検診については回答入力は不要です。

○： 今年度は既に実施済みである
×： 今年度は実施しない
△： 今年度に実施する予定だが、現時点（回答入力時）ではまだ実施していない

実際に実施したものに○と回答してください。また、実施予定があってもまだ実施していないものについては
実施後に回答してください。調査期間中にはまだ実施しない項目については「△（実施予定）」と回答してください。

【回答前にお読みください】

■貴自治体が単独で把握できない項目については、外部機関（委託先検診機関、医師会、都道府県、都道府県生活習慣病
検診等管理指導協議会等）に確認して回答してください。

■本調査での「検診機関」とは、実際に検診を行う個々の検診機関（医療機関）を指します（例.○○クリニック、○○病院など）。
・検診機関（医療機関）に関する質問では、すべての検診機関（医療機関）で実施できている場合に○と回答してください。
・医師会等が地域の体制を統一している場合は、代表して医師会等に確認して回答してください。
 ただし、医療機関によっては医師会の方針に準じていない場合も考えられますので、医師会への確認だけでなく、
 別途検診機関チェックリスト調査を行い、直接個々の医療機関の体制を把握することが重要です。

問1. 検診対象者の情報管理（実施割合）

・貴自治体以外が実施している場合は、その内容を確認して回答してください。 

・検診を複数の施設に委託している場合、すべての施設で行われている場合のみ○と回答してください。 回答欄

【問1-1】 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

80.8% 86.7% - 87.5% 82.1% 85.7% 80.0% 82.8% 84.4% 84.4% 82.8% 84.8%

① 住民基本台帳に基づいた当該年度の対象者名簿（電子ファイルや紙）
を作成している

② 住民基本台帳に基づいた当該年度の対象者を保健（健康）管理システ
ム等で管理している（抽出が可能である）

③ 国民健康保険加入者を全員名簿化している

【問1-2】 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

57.7% 66.7% - 66.7% 53.6% 60.7% 48.0% 58.6% 56.3% 59.4% 55.2% 60.6%

・ 世帯宛に検診の通知や希望調査等を送付している場合でも、世帯の
中の対象者全員の名前が記載されていなければ×です。

・ 対象者のうち例えばクーポン事業対象者など、一部を限定して受診勧
奨を行っている場合は×です。
（ただし、厚労省による受診率算定年齢に基づき受診勧奨の年齢上限
を69歳としている場合は○で構いません）

・ 広報、チラシ、ポスター、イベント等による周知は×です。

【問1-2-1】 ・ 【問1-2】が×の場合は×です。 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

・
3.8% 6.7% - 8.3% 7.1% 10.7% 4.0% 6.9% 6.3% 6.3% 9.1% 6.1%

・ 受診者が定員数に満たない時のみに行っている場合は×です。

・ 広報・チラシ・ポスター・イベント等による周知は×です。

【問1-3】 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

100.0% 100.0% - 95.8% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

A. 全住民を基に対象者数を算定（実測値）

B. 国民健康保険の被保険者を基に対象者名を算定（実測値）

C. 抽出住民へのアンケート等（国民生活基礎調査、国勢調査、都道府県
独自の調査）により対象者数を算定（推測値）

D. 都道府県からの指導により独自の算出方法を用いて対象者数を算定
（推測値）

注1 厚生労働省ホームページ　　http://www.mhlw.go.jp/shingi/2008/03/s0301-4.html

調査1

 ② 下記A～Dのいずれかの方法で対象者数を算定

子宮頸がん検診

受診勧奨を行った住民のうち未受診者全員
に対し、再度の受診勧奨を個人毎（手紙・
電話・訪問等）に行いましたか

対象者数（推計でも可）を把握しましたか

質問
胃がん検診

（エックス線検査）

対象者全員の氏名を記載した名簿を、住民
台帳などに基づいて作成しましたか

対象者全員に、個別に受診勧奨を行いまし
たか

説明（回答基準）

未受診者のうち、対象を一部限定して行っている場合は×です。
（ただし、厚労省による受診率算定年齢に基づき受診勧奨の年齢上限
を69歳としている場合は○で構いません）

下記①②③のどちらかに該当する場合のみ○です。
それ以外（例えば、貴自治体で設定する対象者のうち、前年度受診者や希
望者のみを名簿化している場合など）はすべて×と回答してください。

貴自治体で設定する対象者全員に対し、個人毎に手紙・電話・訪問等で、
検診の通知（希望調査も可）等の受診勧奨を行っている場合のみ○です。

下記①②のどちらかに該当する場合のみ○です。それ以外は×です。

 ① 問1-1の対象者名簿に基づき対象者数を把握（実測値）

胃がん検診
（内視鏡検査）

大腸がん検診 肺がん検診 乳がん検診

2



令和５年度市区町村におけるがん検診チェックリストの使用に関する実態調査

 検診実施体制整備に関する調査（令和５年度実施体制） ②

【回答方法（再掲）】

■令和５年度の検診実施体制について、下記の基準にそってご回答ください。

別ワークシート『検診実施状況調査』の質問1で「未実施」を選択した検診については回答入力は不要です。

○： 今年度は既に実施済みである
×： 今年度は実施しない
△： 今年度に実施する予定だが、現時点（回答入力時）ではまだ実施していない

実際に実施したものに○と回答してください。また、実施予定があってもまだ実施していないものについては
実施後に回答してください。調査期間中にはまだ実施しない項目については「△（実施予定）」と回答してください。

【回答前にお読みください（再掲）】

■貴自治体が単独で把握できない項目については、外部機関（委託先検診機関、医師会、都道府県、都道府県生活習慣病
検診等管理指導協議会等）に確認して回答してください。

■本調査での「検診機関」とは、実際に検診を行う個々の検診機関（医療機関）を指します（例.○○クリニック、○○病院など）。
・検診機関（医療機関）に関する質問では、すべての検診機関（医療機関）で実施できている場合に○と回答してください。
・医師会等が地域の体制を統一している場合は、代表して医師会等に確認して回答してください。
 ただし、医療機関によっては医師会の方針に準じていない場合も考えられますので、医師会への確認だけでなく、
 別途検診機関チェックリスト調査を行い、直接個々の医療機関の体制を把握することが重要です。

問2. 受診者の情報管理（実施割合）

・貴自治体以外が実施している場合は、その内容を確認して回答してください。 

・検診を複数の施設に委託している場合、すべての施設で行われている場合のみ○と回答してください。 回答欄

【問2-1】 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

96.2% 93.3% - 95.8% 96.4% 92.9% 92.0% 96.6% 93.8% 96.9% 96.6% 93.9%

【問2-2】 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

84.6% 100.0% - 75.0% 89.3% 92.9% 88.0% 93.1% 90.6% 90.6% 89.7% 90.9%

・ 単年度毎の記録が過去5年分あっても、個人毎の受診歴が把握でき
ない場合は×です。

・ 個別検診の開始後５年経過していない、あるいは保健（健康）管理シ
ステム等の導入開始後５年経過していない等の理由で、まだ５年分の
受診歴が記録されていない場合は×です。

問3. 受診者への説明、及び要精検者への説明（実施割合）

・貴自治体以外が実施している場合は、その内容を確認して回答してください。 

・検診を複数の施設に委託している場合、すべての施設で行われている場合のみ○と回答してください。 回答欄

【問3-1】 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

50.0% 46.7% - 41.7% 46.4% 46.4% 40.0% 48.3% 46.9% 43.8% 48.3% 42.4%

① 貴自治体が受診勧奨時に配布する（ハガキやリーフレット等）。

② 貴自治体から委託を受けた業者等が配布する。

③

【問3-2】 以下の場合は○と回答してください 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

・ 精密検査機関名をホームページに掲載し、ホームページを要精検者
に案内している場合

61.5% 13.3% - 29.2% 60.7% 28.6% 56.0% 31.0% 59.4% 37.5% 65.5% 39.4%

・ 精密検査機関が1か所しかなく、その施設で受診可能なことを伝えて
いる場合

【問3-2-1】 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

53.8% 13.3% - 25.0% 53.6% 25.0% 48.0% 31.0% 53.1% 34.4% 58.6% 33.3%

【問3-2】が×の場合は、回答入力不要です。

注2  別添資料1  事業評価のためのチェックリスト（平成31年３月改定）検診実施機関用「1.受診者への説明」抜粋

乳がん検診 子宮頸がん検診

精密検査機関が登録制になっている場合では、受託要件等に精密検査結
果の報告等が含まれていれば◯です。上記【問3-2】の一覧に掲載したすべての精

密検査機関には、あらかじめ精密検査結果
の報告を依頼しましたか

説明（回答基準）
胃がん検診

（エックス線検査）
胃がん検診

（内視鏡検査）
子宮頸がん検診

検診の受診者（少なくとも検診受診意思のある者）全員に対して、検診を受
診する前に、資料が配布されていれば○です。受診勧奨時に、「検診機関用チェックリス

ト　1.受診者への説明」が全項目記載され
た資料を、全員に個別配布しましたか

委託先検診機関が受診者に配布する。
（持ち帰りが可能な資料のみ○です。問診票等持ち帰れない資料、ポ
スター・広報誌・ホームページによる周知は×です。）

要精検者全員に対し、受診可能な精密検査
機関名（医療機関名）の一覧を提示しまし
たか

大腸がん検診 肺がん検診 乳がん検診

胃がん検診
（エックス線検査）

胃がん検診
（内視鏡検査）

大腸がん検診 肺がん検診

個人毎の過去5年間（平成30・令和元・２・３・４年度）の受診情報が記録さ
れている場合は○です（当該年に初めて受診した者については除く）。それ
以外は×です。

過去5年間の受診歴を記録していますか

受診者への配布形態としては以下のケースが考えられます。

いずれの場合も、別添資料1
注2

の全項目が記載されている場合に○と回答
してください。

質問

個人毎の受診情報・検診結果・精検（治療）結果のすべてを受診（記録）台
帳や保健（健康）管理システム等で記録している場合のみ○です。それ以
外は×です。

調査1

質問 説明（回答基準）

個人別の受診（記録）台帳またはデータ
ベースを作成しましたか
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令和５年度市区町村におけるがん検診チェックリストの使用に関する実態調査

 検診実施体制整備に関する調査（令和５年度実施体制） ③

【回答方法（再掲）】

■令和５年度の検診実施体制について、下記の基準にそってご回答ください。

別ワークシート『検診実施状況調査』の質問1で「未実施」を選択した検診については回答入力は不要です。

○： 今年度は既に実施済みである
×： 今年度は実施しない
△： 今年度に実施する予定だが、現時点（回答入力時）ではまだ実施していない

実際に実施したものに○と回答してください。また、実施予定があってもまだ実施していないものについては
実施後に回答してください。調査期間中にはまだ実施しない項目については「△（実施予定）」と回答してください。

【回答前にお読みください（再掲）】

■貴自治体が単独で把握できない項目については、外部機関（委託先検診機関、医師会、都道府県、都道府県生活習慣病
検診等管理指導協議会等）に確認して回答してください。

■本調査での「検診機関」とは、実際に検診を行う個々の検診機関（医療機関）を指します（例.○○クリニック、○○病院など）。
・検診機関（医療機関）に関する質問では、すべての検診機関（医療機関）で実施できている場合に○と回答してください。
・医師会等が地域の体制を統一している場合は、代表して医師会等に確認して回答してください。
 ただし、医療機関によっては医師会の方針に準じていない場合も考えられますので、医師会への確認だけでなく、
 別途検診機関チェックリスト調査を行い、直接個々の医療機関の体制を把握することが重要です。

問4. 精密検査結果の把握、精密検査未受診者の特定と受診勧奨（実施割合）

・貴自治体以外が実施している場合は、その内容を確認して回答してください。 
・検診を複数の施設に委託している場合、すべての施設で行われている場合のみ○と回答してください。
・問4は令和４年度または令和５年度に検診を受けて要精検となった住民への対応をお答えください。

回答欄

【問4-1】 精検を受けた方の結果を漏れなく回収する体制がある場合は○です。 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

回収方法の例：
100.0% 100.0% - 95.8% 100.0% 96.4% 100.0% 96.6% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

① 精検機関から直接貴自治体へ報告
② 検診機関が精検/治療結果について取りまとめ、貴自治体に報告
③ 精検機関以外（医師会、受診者等）からの報告、または医師会への問

い合わせ

【問4-2】 照会する体制がある場合は○です。 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

88.5% 80.0% - 83.3% 85.7% 85.7% 92.0% 86.2% 84.4% 84.4% 86.2% 84.8%

【問4-3】 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

84.6% 66.7% - 70.8% 78.6% 78.6% 80.0% 82.8% 78.1% 81.3% 79.3% 75.8%

【問4-4】 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

73.1% 86.7% - 66.7% 78.6% 82.1% 80.0% 86.2% 81.3% 84.4% 79.3% 81.8%

・ 過去5年分の単年度毎の記録があっても、個人毎に把握できなければ
×です。

・ 個別検診の開始後５年経過していない、あるいは保健（健康）管理シ
ステム等の導入開始後５年経過していない等の理由で、まだ５年分の
受診歴が記録されていない場合は×です。

調査1

精検結果の情報を最終的に共有できる体制があり、精検方法と精検結果
の両方が共有できている場合は○です。個人毎の精密検査方法及び、精密検査（治

療）結果注3を、市区町村、検診機関（医療
機関）、精密検査機関が共有しましたか

個人毎の過去5年間（平成30・令和元・２・３・４年度）の精検結果を記録し
ている場合のみ○です。過去5年間の精密検査方法及び、精密検査

（治療）結果注3を記録していますか

乳がん検診 子宮頸がん検診

精密検査方法及び、精密検査（治療）結果
注3を把握しましたか

精密検査方法及び、精密検査（治療）結果
注3が不明の者については、本人もしくは精
密検査機関への照会等により、結果を確認
しましたか

質問 説明（回答基準）
胃がん検診

（エックス線検査）
胃がん検診

（内視鏡検査）
大腸がん検診 肺がん検診

本人に確認する場合は、精密検査受診日・受診機関・精密検査方法・
精密検査（治療）結果の4つすべてが本人から申告される必要があり
ます。

・
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【問4-5】 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

88.5% 80.0% - 79.2% 89.3% 78.6% 96.0% 79.3% 87.5% 81.3% 86.2% 78.8%

●精検受診：
精検機関/検診機関/受診者からの報告、あるいは、精検機関/検診
機関/受診者への問合せにより、精検日・受診機関・精検方法・精検
結果が判明しているもの。受診したとしても、この4項目が判明しない
場合は未把握
●精検未受診：
精検機関/検診機関/受診者からの報告、あるいは、精検機関/検診
機関/受診者への問合せにより、精検を受診しなかったことが判明し
ているもの。または不適切な精検方法（*）が実施されたもの

●未把握：
精検受診と精検未受診に該当しないもの

（*）不適切な精検方法：
大腸がん検診における便潜血検査の再検
肺がん検診における喀痰細胞診要精検者に対する喀痰細胞診の再
検
子宮頸がん検診ではASC USを除く要精検者に対する細胞診のみの
再検など

【問4-6】 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

88.5% 46.7% - 62.5% 89.3% 67.9% 92.0% 69.0% 84.4% 68.8% 86.2% 66.7%

・ 広報やチラシ等による周知のみの場合は×です。

注3　精密検査（治療）結果は地域保健・健康増進事業報告に必要な情報を指します。

注4　「がん検診事業のあり方について（令和５年６月）」 　厚生労働省ホームページ　　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000059490.html

上記【問4-5】の回答に関わらず、精検未受診者に個別に受診勧奨し
た場合は○です。

・
精密検査未受診者に精密検査の受診勧奨を
行いましたか

以下の定義注4に沿って区別している場合は○です。
精検受診以外はすべて未把握とみなしている場合は×です。

精密検査未受診と精密検査結果未把握を定
義に従って区別し、精密検査未受診者を特
定しましたか
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令和５年度市区町村におけるがん検診チェックリストの使用に関する実態調査

 検診実施体制整備に関する調査（令和５年度実施体制） ④

【回答方法（再掲）】

■令和５年度の検診実施体制について、下記の基準にそってご回答ください。

別ワークシート『検診実施状況調査』の質問1で「未実施」を選択した検診については回答入力は不要です。

○： 今年度は既に実施済みである
×： 今年度は実施しない
△： 今年度に実施する予定だが、現時点（回答入力時）ではまだ実施していない

実際に実施したものに○と回答してください。また、実施予定があってもまだ実施していないものについては
実施後に回答してください。調査期間中にはまだ実施しない項目については「△（実施予定）」と回答してください。

【回答前にお読みください（再掲）】

■貴自治体が単独で把握できない項目については、外部機関（委託先検診機関、医師会、都道府県、都道府県生活習慣病
検診等管理指導協議会等）に確認して回答してください。

■本調査での「検診機関」とは、実際に検診を行う個々の検診機関（医療機関）を指します（例.○○クリニック、○○病院など）。
・検診機関（医療機関）に関する質問では、すべての検診機関（医療機関）で実施できている場合に○と回答してください。
・医師会等が地域の体制を統一している場合は、代表して医師会等に確認して回答してください。
 ただし、医療機関によっては医師会の方針に準じていない場合も考えられますので、医師会への確認だけでなく、
 別途検診機関チェックリスト調査を行い、直接個々の医療機関の体制を把握することが重要です。

問5. 地域保健・健康増進事業報告（実施割合）

・貴自治体以外が実施している場合は、その内容を確認して回答してください。 

・検診を複数の施設に委託している場合、すべての施設で行われている場合のみ○と回答してください。 回答欄

【問5-1】 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

100.0% 100.0% - 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

【問5-2】 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

92.3% 93.3% - 95.8% 92.9% 92.9% 92.0% 93.1% 96.9% 96.9% 96.6% 97.0%

【問5-3】 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

92.3% 93.3% - 95.8% 92.9% 92.9% 92.0% 93.1% 93.8% 93.8% 93.1% 93.9%

【問5-4】 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

88.5% 93.3% - 91.7% 89.3% 89.3% 88.0% 86.2% 90.6% 87.5% 89.7% 87.9%

【問5-5】 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

84.6% 93.3% - 91.7% 85.7% 89.3% 84.0% 86.2% 87.5% 87.5% 86.2% 87.9%

乳がん検診

・なお、令和４年度に検診を実施していなかった場合は、○と回答してください。
（FAQ参照）

調査1

子宮頸がん検診

がん検診の結果について、委託先からの報
告内容が地域保健・健康増進事業報告を網
羅できていない場合、改善を求めましたか
※

がん検診の結果について、地域保健・健康
増進事業報告の全項目を計上できるよう、
委託先（検診機関（医療機関）、医師会な
ど）に報告を求めましたか

質問 説明（回答基準）
胃がん検診

（エックス線検査）
胃がん検診

（内視鏡検査）
大腸がん検診 肺がん検診

がん検診結果や精密検査結果の最終報告
（令和４年度地域保健・健康増進事業報
告）を行いましたか

・本年度のご担当者様が当該年度中に行う報告です。
・本調査では、「令和４年度地域保健・健康増進事業報告」を令和５年６月
までに行った場合に○、行っていなければ×と回答してください。

本年度のご担当者様が当該年度中に把握しなければならない情報です。

検診結果（令和５年度）、精検結果（令和４年度もしくは令和５年度に要精
検となった方の精検結果）について、
必要な情報が漏れなく回収されたか、情報漏れがあった場合には当該機
関に再度照会したり改善依頼を行ったか、をお答えください。

医師会を介して改善依頼を行った場合は、最終的に個々の検診機関に情
報が届いていれば○です。

※【問5-3】【問5-5】今年度は網羅できている場合では、「網羅できていない
場合には改善を求めるような体制を有しているか」について回答してくださ
い。

精密検査結果について、委託先からの報告
内容が地域保健・健康増進事業報告を網羅

できていない場合、改善を求めましたか※

精密検査結果について、地域保健・健康増
進事業報告の全項目を計上できるよう、委
託先（検診機関（医療機関）、精密検査機
関、医師会など）に報告を求めましたか
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令和５年度市区町村におけるがん検診チェックリストの使用に関する実態調査

 検診実施体制整備に関する調査（令和５年度実施体制） ⑤

【回答方法（再掲）】

■令和５年度の検診実施体制について、下記の基準にそってご回答ください。

別ワークシート『検診実施状況調査』の質問1で「未実施」を選択した検診については回答入力は不要です。

○： 今年度は既に実施済みである
×： 今年度は実施しない
△： 今年度に実施する予定だが、現時点（回答入力時）ではまだ実施していない

実際に実施したものに○と回答してください。また、実施予定があってもまだ実施していないものについては
実施後に回答してください。調査期間中にはまだ実施しない項目については「△（実施予定）」と回答してください。

【回答前にお読みください（再掲）】

■貴自治体が単独で把握できない項目については、外部機関（委託先検診機関、医師会、都道府県、都道府県生活習慣病
検診等管理指導協議会等）に確認して回答してください。

■本調査での「検診機関」とは、実際に検診を行う個々の検診機関（医療機関）を指します（例.○○クリニック、○○病院など）。
・検診機関（医療機関）に関する質問では、すべての検診機関（医療機関）で実施できている場合に○と回答してください。
・医師会等が地域の体制を統一している場合は、代表して医師会等に確認して回答してください。
 ただし、医療機関によっては医師会の方針に準じていない場合も考えられますので、医師会への確認だけでなく、
 別途検診機関チェックリスト調査を行い、直接個々の医療機関の体制を把握することが重要です。

問6. 検診機関（医療機関）の質の担保（実施割合）

・貴自治体以外が実施している場合は、その内容を確認して回答してください。 

・検診を複数の施設に委託している場合、すべての施設で行われている場合のみ○と回答してください。

・

回答欄

【問6-1】 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

69.2% 73.3% - 70.8% 67.9% 75.0% 72.0% 75.9% 71.9% 78.1% 69.0% 75.8%

① すべての委託検診機関との間で(ⅰ)仕様書が契約前に作成されてお
り、(ⅱ)仕様書に精度管理項目の記載があり、(ⅲ)その精度管理項目
の内容を選定基準としている、の3条件を満たしている場合。
仕様書の作成は市区町村でも可であり、各検診機関はその施設の実
情を記入することで仕様書を完成させること

② すべての委託検診機関に、都道府県/市区町村の実施要綱/要領等
を契約前に渡すことで仕様書の代わりとしている市区町村において
は、その実施要綱/要領等に精度管理項目の記載がある場合

③ 都道府県（生活習慣病検診等管理指導協議会等）と委託契約してい
る検診機関を利用している市区町村においては、契約条項中に精度
管理項目が記載されていた事を把握していた場合

④ 検診機関が一箇所しかない、あるいは直営のため選定の必要がない
という市区町村においては、検診精度管理項目について記載した何ら
かの書類がある場合

【問6-1-1】 ・ 上記【問6-1】が×の場合は×です。 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

・
53.8% 33.3% - 41.7% 53.6% 42.9% 56.0% 44.8% 53.1% 50.0% 55.2% 48.5%

【問6-1-2】 ・ 上記【問6-1】が×の場合は×です。 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

・
57.7% 33.3% - 50.0% 57.1% 46.4% 60.0% 44.8% 56.3% 53.1% 55.2% 51.5%

調査1

「仕様書に明記すべき必要最低限の精度管理項目」（別添資料2）注5

の全項目が含まれていた場合は○です。一つでも含まれていない場
合は×と回答してください。

令和５年度のがん検診実施期間の終了後に、委託先検診機関で仕様
書に記載されている内容が実際に遵守されたかを確認した場合は○
です。

「検診機関用チェックリスト」及び「仕様書に明記すべき必要最低限の精度管理項目」は令和３年３月に一部改訂されましたが、令和３年度のがん検診事業の開始までに検診機関の体制整備が間に合わないことも想定されるため、今回の調査では移行期間と
して改定前の内容について回答してください。

乳がん検診 子宮頸がん検診

委託先検診機関（医療機関）を、仕様書の
内容に基づいて選定しましたか

検診終了後に、委託先検診機関（医療機
関）で仕様書（もしくは実施要綱）の内容
が遵守されたことを確認しましたか

質問 説明（回答基準）
胃がん検診

（エックス線検査）
胃がん検診

（内視鏡検査）
大腸がん検診 肺がん検診

下記①～④のいずれかに該当する場合のみ○です。
仕様書は、毎年内容を点検/更新していなければ×です。

仕様書（もしくは実施要綱）の内容は、
「仕様書に明記すべき必要最低限の精度管
理項目」を満たしていましたか
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【問6-2】 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

30.8% 26.7% - 33.3% 32.1% 25.0% 36.0% 24.1% 28.1% 28.1% 31.0% 27.3%

【問6-2-1】 ・ 上記【問6-2】が×の場合は×です。 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

・ 令和５年度に、すべての検診機関に対して、検診機関用チェックリスト
に関する個別のフィードバックを行った場合は○です。 30.8% 13.3% - 20.8% 28.6% 17.9% 32.0% 17.2% 25.0% 21.9% 27.6% 21.2%

・ 医師会等を介してフィードバックを行う場合は、最終的に個々の検診
機関に情報が届いていれば○です。

・ フィードバックの対象年度や内容は特に指定しません。

フィードバック内容（例）

 検診機関、医療機関（○○クリニック、○○病院など）単位での、検診
機関チェックリスト遵守項目数

 チェックリスト遵守項目数について自治体が基準を設け、その基準と
の乖離を示す資料

 地域内の他の医療機関との違いが分かる資料

 継続的に調査をしている場合は、毎年×の項目が分かる資料

【問6-2-2】 ・ 上記【問6-2】が×の場合は×です。 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

・ 令和５年度に、すべての検診機関に個別にプロセス指標値に関する
フィードバックをした場合は○です。 23.1% 20.0% - 20.8% 25.0% 17.9% 28.0% 17.2% 21.9% 21.9% 24.1% 21.2%

・ 医師会等を介してフィードバックを行う場合は、最終的に個々の検診
機関に情報が届いていれば○です。

・ フィードバックの対象年度や内容は特に指定しません。

フィードバック内容（例）

 検診機関、医療機関（○○クリニック、○○病院など）単位での、プロ
セス指標値（受診者数が少ない医療機関については数年分をまとめ
る） 国の基準値（目標値・許容値）あるいは、県平均や市区町村平均、精
度管理委員会等で決定した目標値との乖離が分かる資料

 地域内の他の医療機関との違いが分かる資料

 継続的に調査をしている場合は、改善状況が分かる資料

【問6-2-3】 ・ 上記【問6-2】が×の場合は×です。 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

・
23.1% 6.7% - 12.5% 21.4% 10.7% 24.0% 10.3% 18.8% 15.6% 20.7% 15.2%

・ フィードバックの対象年度や内容は特に指定しません。

注5 別添資料2　仕様書に明記すべき必要最低限の精度管理項目（令和５年３月改定）
注6 胃内視鏡検査のプロセス指標値については、「対策型検診のための胃内視鏡検診マニュアル（2015年度版）」（日本消化器がん検診学会 対策型検診のための胃内視鏡検診マニュアル作成委員会 編集）p46参照
   　 日本消化器がん検診学会ホームページ  http://www.jsgcs.or.jp/

「検診機関用チェックリスト」の遵守状況
をフィードバックしましたか

検診機関（医療機関）に精度管理評価を個
別にフィードバックしましたか

上記の結果をふまえ、課題のある検診機関
（医療機関）に改善策をフィードバックし
ましたか

令和５年度に、検診機関用チェックリストやプロセス指標値に関して課
題のある検診機関に対し、個別に改善策をフィードバックした場合に
○です。

検診機関（医療機関）毎のプロセス指標値
注6を集計してフィードバックしましたか

令和５年度に、すべての検診機関に個別の精度管理評価結果を
フィードバックした場合は○です。
医師会等を介してフィードバックを行う場合は、最終的に個々の検診
機関に情報が届いていれば○です。
フィードバックの対象年度や内容は特に指定しません。

・

・

・

質問 説明（回答基準） 肺がん検診 乳がん検診 子宮頸がん検診
胃がん検診

（エックス線検査）
胃がん検診

（内視鏡検査）
大腸がん検診
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令和５年度市区町村におけるがん検診チェックリストの使用に関する実態調査

 精度管理指標把握に関する調査（令和３年度プロセス指標の集計）　②

【回答方法（再掲）】

■ 令和３年度プロセス指標（令和４年度地域保健・健康増進事業報告計上データ）の集計について、下記の基準にそってご回答ください。

別ワークシート『検診実施状況調査』の質問3で「未実施」を選択した検診については回答入力は不要です。

○： 今年度は既に集計済みである
×： 今年度は集計しない
△： 今年度中に集計する予定だが、現時点（回答入力時）ではまだ集計していない

実際に実施したものに○と回答してください。また、実施予定があってもまだ実施していないものについては
実施後に回答してください。調査期間中にはまだ実施しない項目については「△（実施予定）」と回答してください。

【回答前にお読みください】

■貴自治体が単独で把握できない項目については、外部機関（委託先検診機関、医師会、都道府県、都道府県生活習慣病
　 検診等管理指導協議会等）に確認して回答してください。
■本調査での「検診機関」とは、実際に検診を行う個々の検診機関（医療機関）を指します（例.○○クリニック、○○病院など）。
・ 検診機関（医療機関）に関する質問では、すべての検診機関（医療機関）で実施できている場合に○と回答してください。
・ 医師会等が地域の体制を統一している場合は、代表して医師会等に確認して回答してください。

ただし、医療機関によっては医師会の方針に準じていない場合も考えられますので、医師会への確認だけでなく、
別途検診機関チェックリスト調査を行い、直接個々の医療機関の体制を把握することが重要です。

・ 検診機関別、検診受診歴別、検診方法別集計については下表を参照してください。

回答基準（説明）

検診機関別の集計 ・実際に検診を行う個々の検診機関（医療機関）別に集計している場合のみ○です（＝○○クリニック、○○病院別に集計すること）。

 本調査では、医師会単位のみの集計は×と回答してください
※

。
・委託検診機関が一つの場合は○と回答してください。

※

検診受診歴別の集計 初回受診者、非初回受診者の別に集計している場合は○です。

　　（初回受診者： 胃、大腸、乳、子宮頸がん検診では過去3年間に受診歴がない者、 肺がん検診では前年度の受診歴がない者）

ただし、問診（受診者の申告）で受診歴を集計している場合は×です。

検査方法別の集計  ・マンモグラフィ単独、マンモグラフィおよび視触診併用の別に集計している場合のみ○です。

    　（乳がん検診）  ・全員にマンモグラフィのみ、あるいは、全員にマンモグラフィおよび視触診の併用のみ実施している場合は○と回答してください。

問11. がん発見率の集計（実施割合）

回答欄

集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

問11-1 がん発見率の集計 84.6% 80.0% - 80.0% 82.1% 81.5% 88.0% 82.1% 84.4% 81.3% 82.8% 81.8%

問11-1が×の場合は、問11-1-1、問11-1-2、問11-1-3、問11-1-4は×になりますので回答入力は不要です。問12-1へお進みください。

性別・年齢5歳階級別の集計 61.5% 73.3% - 60.0% 64.3% 74.1% 68.0% 71.4% 68.8% 65.6% 65.5% 66.7%

検診機関別の集計 65.4% 40.0% - 55.0% 64.3% 55.6% 64.0% 50.0% 62.5% 56.3% 62.1% 51.5%

検診受診歴別の集計 53.8% 66.7% - 65.0% 57.1% 63.0% 60.0% 64.3% 62.5% 62.5% 58.6% 60.6%

・貴自治体以外が実施している場合は、その内容を確認して回答してください。 

・検診を複数の施設に委託している場合、すべての施設で行われている場合のみ○と回答してください。

問12. 陽性反応適中度の集計（実施割合）

回答欄

集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

問12-1 陽性反応適中度の集計 57.7% 60.0% - 45.0% 57.1% 63.0% 60.0% 60.7% 62.5% 59.4% 58.6% 57.6%

問12-1が×の場合は、問12-1-1、問12-1-2、問12-1-3、問12-1-4は×になりますので回答入力は不要です。問13-1へお進みください。

性別・年齢5歳階級別の集計 53.8% 53.3% - 40.0% 53.6% 59.3% 56.0% 57.1% 56.3% 53.1% 55.2% 54.5%

検診機関別の集計 50.0% 40.0% - 35.0% 50.0% 48.1% 52.0% 42.9% 53.1% 43.8% 51.7% 42.4%

検診受診歴別の集計 42.3% 40.0% - 35.0% 42.9% 44.4% 40.0% 46.4% 43.8% 43.8% 44.8% 42.4%

・貴自治体以外が実施している場合は、その内容を確認して回答してください。 

・検診を複数の施設に委託している場合、すべての施設で行われている場合のみ○と回答してください。

調査2

子宮頸がん検診

問11-1-1

問11-1-2

胃がん検診
（エックス線検査）

大腸がん検診 肺がん検診 乳がん検診

肺がん検診については、いずれも、胸部エックス線受診者/喀痰細胞診受
診者/総受診者別に集計している場合に○です。
なお、喀痰細胞診を実施していない場合は○と回答してください

個別検診では医師会が地域の精度管理を担うことが望ましく、医師会単位での集計は大変重要です。
ただ、医師会の活動とは別に、自治体は最終の受託者である検診機関（医療機関）の状況を個別に把握する必要があり、
そのためには医師会全体だけでなく、個々の検診機関（医療機関）のプロセス指標値を集計することが必要です。

胃がん検診
（内視鏡検査）

子宮頸がん検診
胃がん検診

（エックス線検査）
大腸がん検診 肺がん検診 乳がん検診

胃がん検診
（内視鏡検査）

肺がん検診については、いずれも、胸部エックス線受診者/喀痰細胞診受
診者/総受診者別に集計している場合に○です。
なお、喀痰細胞診を実施していない場合は○と回答してください

問11-1-3

問12-1-1

問12-1-2

問12-1-3
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問13. 早期がん割合（肺がん：臨床病期Ⅰ期までの割合）の集計（実施割合）

回答欄

集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

問13-1 早期がん割合の集計 46.2% 66.7% - 45.0% 53.6% 59.3% 52.0% 57.1% 56.3% 56.3%

問13-1が×の場合は、問13-1-1、問13-1-2、問13-1-3、問13-1-4は×になりますので回答入力は不要です。問14-1へお進みください。

性別・年齢5歳階級別の集計 46.2% 66.7% - 45.0% 53.6% 59.3% 52.0% 57.1% 56.3% 56.3%

検診機関別の集計 34.6% 33.3% - 25.0% 42.9% 40.7% 36.0% 39.3% 37.5% 37.5%

検診受診歴別の集計 42.3% 53.3% - 40.0% 50.0% 51.9% 44.0% 50.0% 50.0% 50.0%

・早期がん割合：原発がん数に対する早期がん数（肺がん：臨床病期Ⅰ期までの数）

・貴自治体以外が実施している場合は、その内容を確認して回答してください。 

・検診を複数の施設に委託している場合、すべての施設で行われている場合のみ○と回答してください。

問14. 【胃がん、大腸がん、乳がん】 粘膜内がん、非浸潤がんの集計（実施割合）

回答欄

集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

問14-1 46.2% 60.0% - 45.0% 50.0% 51.9% 53.1% 53.1%

・貴自治体以外が実施している場合は、その内容を確認して回答してください。 

・検診を複数の施設に委託している場合、すべての施設で行われている場合のみ○と回答してください。

問15.【子宮頸がん】上皮内病変（CIN・AISなど）数、微小浸潤がん割合の集計（実施割合）

回答欄

集団 個別

問15-1 上皮内病変（CIN・AISなど）数の区分毎の集計
注9 51.7% 54.5%

問15-1が×の場合は、問15-1-1、問15-1-2、問15-1-3は×になりますので回答入力は不要です。問15-2へお進みください。

年齢5歳階級別の集計
注9 51.7% 54.5%

検診機関別の集計
注9 41.4% 39.4%

検診受診歴別の集計
注9 44.8% 48.5%

集団 個別

問15-2 微小浸潤がん割合の集計
注10 44.8% 48.5%

問15-2が×の場合は、問15-2-1、問15-2-2、問15-2-3は×になりますので回答入力は不要です。

年齢5歳階級別の集計
注10 44.8% 48.5%

検診機関別の集計
注10 34.5% 33.3%

検診受診歴別の集計
注10 41.4% 42.4%

・貴自治体以外が実施している場合は、その内容を確認して回答してください。 

・検診を複数の施設に委託している場合、すべての施設で行われている場合のみ○と回答してください。

注9 下記①～④の区分毎に分けてすべて集計している場合は○です。

　　　　① CIN3または上皮内腺がん（AIS）の数　　② CIN2の数　　③ CIN1の数　　④ 腺異形成の数

注10 微小浸潤がん割合：原発がん数に対する微小浸潤がん数、　微小浸潤がん：病期Ⅰa1期およびⅠa2期のもの

　　

問15-2-3

問13-1-1

問13-1-2

問13-1-3

問15-1-1

問15-1-2

問15-1-3

問15-2-1

問15-2-2

（胃、大腸がん）粘膜内がん、（乳がん）非浸潤がんの集計

子宮頸がん検診

胃がん検診
（エックス線検査）

大腸がん検診 乳がん検診
胃がん検診

（内視鏡検査）

大腸がん検診 肺がん検診 乳がん検診
胃がん検診

（エックス線検査）
胃がん検診

（内視鏡検査）

肺がん検診については、いずれも、胸部エックス線受診者/喀痰細胞診受
診者/総受診者別に集計している場合に○です。
なお、喀痰細胞診を実施していない場合は○と回答してください

子宮頸がん検診
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令和５年度市区町村におけるがん検診チェックリストの使用に関する実態調査

 精度管理指標把握に関する調査（令和３年度プロセス指標の集計）　①

【回答方法】

■ 令和３年度プロセス指標（令和４年度地域保健・健康増進事業報告計上データ）の集計について、下記の基準にそってご回答ください。

別ワークシート『検診実施状況調査』の質問3で「未実施」を選択した検診については回答入力は不要です。

○： 今年度は既に集計済みである
×： 今年度は集計しない
△： 今年度中に集計する予定だが、現時点（回答入力時）ではまだ集計していない

実際に実施したものに○と回答してください。また、実施予定があってもまだ実施していないものについては
実施後に回答してください。調査期間中にはまだ実施しない項目については「△（実施予定）」と回答してください。

【回答前にお読みください】

■貴自治体が単独で把握できない項目については、外部機関（委託先検診機関、医師会、都道府県、都道府県生活習慣病
　 検診等管理指導協議会等）に確認して回答してください。
■本調査での「検診機関」とは、実際に検診を行う個々の検診機関（医療機関）を指します（例.○○クリニック、○○病院など）。
・ 検診機関（医療機関）に関する質問では、すべての検診機関（医療機関）で実施できている場合に○と回答してください。
・ 医師会等が地域の体制を統一している場合は、代表して医師会等に確認して回答してください。

ただし、医療機関によっては医師会の方針に準じていない場合も考えられますので、医師会への確認だけでなく、
別途検診機関チェックリスト調査を行い、直接個々の医療機関の体制を把握することが重要です。

・ 検診機関別、検診受診歴別、検診方法別集計については下表を参照してください。

回答基準（説明）

検診機関別の集計 ・実際に検診を行う個々の検診機関（医療機関）別に集計している場合のみ○です（＝○○クリニック、○○病院別に集計すること）。

 本調査では、医師会単位のみの集計は×と回答してください
※

。
・委託検診機関が一つの場合は○と回答してください。

※

検診受診歴別の集計 初回受診者、非初回受診者の別に集計している場合は○です。

　　（初回受診者： 胃、大腸、乳、子宮頸がん検診では過去3年間に受診歴がない者、 肺がん検診では前年度の受診歴がない者）

ただし、問診（受診者の申告）で受診歴を集計している場合は×です。

問7. 受診率の集計（実施割合）
回答欄

集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

問7-1 受診率の集計 100.0% 100.0% - 95.0% 100.0% 96.3% 100.0% 96.4% 100.0% 96.9% 100.0% 97.0%

問7-1が×の場合は、問7-1-1、問7-1-2、問7-1-3は×になりますので回答入力は不要です。問8-1へお進みください。

性別・年齢5歳階級別の集計 76.9% 86.7% - 70.0% 78.6% 81.5% 76.0% 75.0% 78.1% 75.0% 79.3% 75.8%

検診機関別の集計
注7 88.5% 86.7% - 80.0% 89.3% 81.5% 92.0% 78.6% 90.6% 81.3% 89.7% 81.8%

検診受診歴別の集計 69.2% 80.0% - 70.0% 71.4% 81.5% 72.0% 75.0% 75.0% 71.9% 72.4% 72.7%

・貴自治体以外が実施している場合は、その内容を確認して回答してください。 

・検診を複数の施設に委託している場合、すべての施設で行われている場合のみ○と回答してください。

注7 受診率算定の分母は市区町村の全対象者数、分子は当該検診機関の受診者数

問8. 「肺がん検診受診者中の高危険群割合」、「高危険群中の喀痰容器配布割合」、「喀痰容器配布中の回収率」、
 「肺がん検診受診者中の喀痰容器回収率」の集計（実施割合）

回答欄

集団 個別

問8-1 60.9% 57,1%

問8-1が×の場合は、問8-1-1、問8-1-2、問8-1-3は×になりますので回答入力は不要です。問9-1へお進みください。

性別・年齢5歳階級別の集計
注8 52.2% 52.4%

検診機関別の集計
注8 60.9% 47.6%

検診受診歴別の集計
注8 52.2% 52.4%

・貴自治体以外が実施している場合は、その内容を確認して回答してください。 

・検診を複数の施設に委託している場合、すべての施設で行われている場合のみ○と回答してください。

注8 4つの指標すべてを個別に集計した場合のみ○です。

調査2

問7-1-1

問7-1-2

問7-1-3

子宮頸がん検診

個別検診では医師会が地域の精度管理を担うことが望ましく、医師会単位での集計は大変重要です。
ただ、医師会の活動とは別に、自治体は最終の受託者である検診機関（医療機関）の状況を個別に把握する必要があり、
そのためには医師会全体だけでなく、個々の検診機関（医療機関）のプロセス指標値を集計することが必要です。

胃がん検診
（エックス線検査）

大腸がん検診 肺がん検診 乳がん検診
胃がん検診

（内視鏡検査）

肺がん検診

問8-1-1

問8-1-2

「肺がん検診受診者中の高危険群割合」、
「高危険群中の喀痰容器配布割合」、
「喀痰容器配布中の回収率」、

「肺がん検診受診者中の喀痰容器回収率」の集計
注8

問8-1-3

喀痰細胞診を実施していない場合（質問3の[3-2]が×の場合）は
回答入力不要です。
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問9. 要精検率の集計（実施割合）

回答欄

集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

問9-1 要精検率の集計 92.3% 100.0% - 90.0% 96.4% 92.6% 96.0% 89.3% 93.8% 90.6% 93.1% 90.9%

問9-1が×の場合は、問9-1-1、問9-1-2、問9-1-3は×になりますので回答入力は不要です。問10-1にお進みください。

性別・年齢5歳階級別の集計 76.9% 93.3% - 75.0% 82.1% 85.2% 80.0% 78.6% 81.3% 78.1% 79.3% 78.8%

検診機関別の集計 69.2% 60.0% - 55.0% 75.0% 59.3% 72.0% 53.6% 68.8% 62.5% 72.4% 60.6%

検診受診歴別の集計 69.2% 86.7% - 70.0% 75.0% 77.8% 76.0% 71.4% 75.0% 71.9% 72.4% 69.7%

・貴自治体以外が実施している場合は、その内容を確認して回答してください。 

・検診を複数の施設に委託している場合、すべての施設で行われている場合のみ○と回答してください。

問10. 精検受診率・未受診率の集計（実施割合）

回答欄

集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

問10-1 精検受診率の集計 88.5% 100.0% - 80.0% 85.7% 85.2% 92.0% 82.1% 87.5% 84.4% 86.2% 84.8%

問10-1が×の場合は、問10-1-1、問10-1-2、問10-1-3は×になりますので回答入力は不要です。問10-2にお進みください。

性別・年齢5歳階級別の集計 69.2% 93.3% - 65.0% 71.4% 77.8% 76.0% 71.4% 75.0% 71.9% 72.4% 72.7%

検診機関別の集計 65.4% 53.3% - 50.0% 67.9% 55.6% 68.0% 50.0% 65.6% 59.4% 69.0% 57.6%

検診受診歴別の集計 65.4% 86.7% - 65.0% 67.9% 74.1% 72.0% 67.9% 71.9% 68.8% 69.0% 69.7%

集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別 集団 個別

問10-2 精検未受診率の集計 76.9% 86.7% - 65.0% 75.0% 70.4% 76.0% 67.9% 75.0% 71.9% 75.9% 72.7%

・貴自治体以外が実施している場合は、その内容を確認して回答してください。 

・検診を複数の施設に委託している場合、すべての施設で行われている場合のみ○と回答してください。

問10-1-3

乳がん検診

問10-1-2

問9-1-2

問9-1-3

問10-1-1

肺がん検診 子宮頸がん検診

子宮頸がん検診

胃がん検診
（エックス線検査）

大腸がん検診

胃がん検診
（エックス線検査）

大腸がん検診 肺がん検診 乳がん検診
胃がん検診

（内視鏡検査）

胃がん検診
（内視鏡検査）

肺がん検診については、いずれも、胸部エックス線受診者/喀痰細胞診受
診者/総受診者別に集計している場合に○です。
なお、喀痰細胞診を実施していない場合は○と回答してください

肺がん検診については、いずれも、胸部エックス線受診者/喀痰細胞診受
診者/総受診者別に集計している場合に○です。
なお、喀痰細胞診を実施していない場合は○と回答してください

問9-1-1

胃がん検診
（エックス線検査）

大腸がん検診 肺がん検診 乳がん検診 子宮頸がん検診
胃がん検診

（内視鏡検査）
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